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リスク情報活用の意義リ ク情報活用 意義
• 安全委員会

– 安全規制の合理性・整合性・透明性向上安全規制の合理性 整合性 透明性向上

– 安全規制活動のための資源の適正配分

• 原子力安全・保安院
– 科学的合理性を有する規制判断

– 国の説明責任と規制判断の透明性

– 効果的・効率的な安全規制効果的 効率的な安全規制

– 二つのアプローチ（保安院、基本的考え方）

• 可能なものから速やかに活用の拡大を図り、実績や経験を積み重ねて
いくアプローチいくアプロ チ

• 将来のより本格的な活用に向けてそれを実現していくために必要な方策
を進めていくアプローチ

電力事業者• 電力事業者
– 投資に関する説明性向上ならびに安全性向上

– 効率的事業による収益性向上
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リスク関連標準体系化WGの提言リ ク関連標準体系化 提言

• リスク情報関連規格体系化ＷＧは 策定していくべき• リスク情報関連規格体系化ＷＧは、策定していくべき
開発・策定ロードマップを提示するとともに、リスク情報
活用の本格導入に向けて解決すべき課題を検討し、関活用の本格導入に向けて解決すべき課題を検討し、関
係者それぞれに対して導入・運用に係わる提言をする
こと、及び策定した標準が有効に活用できる枠組みを、及び策定 標準 有効 活用 きる枠組 を
提案することを目的として、標準委員会運営タスクの下
に設置された。

• H19年6月開始以降、8回のＷＧの会合を開催し、年 月開始以降、 回の の会合を開催し、

「リスク情報活用の本格導入に向けた関連規格の体系
化に関する今後の課題と提言」としてまとめ、
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化に関する今後の課題と提言」としてまとめ、

Ｈ２１年6月に公表した。



リスク関連標準体系化WGの提言リ ク関連標準体系化 提言
課題 原安委への提言 保安院への提言 事業者への提言 標準委員会が行うこと

「安全目標」及び「性能目標」
の規制上の位置付けを明確
に示すこと

「基本ガイドライン」及び「品質
ガイドライン」の規制上の位置
付けを明確に示すこと①規制文書の位置付

けの明確化

に示すこと 付けを明確に示すこと

リスク情報を活用した安全規
制の導入に対し国民の理解を
得ること

②性能要求内容の明 「品質ガイドライン」で要求す 仕様規定としての標準につい

a)

規
制
運
用
の
仕②性能要求内容の明

確化
品質ガイドライン」で要求す

る性能を明確にすること
仕様規定としての標準につい
て検討すること

③学会標準の位置付
けの明確化

技術評価の仕組みと学会標
準の位置付けを明らかにする
こと

技術評価の仕組みと学会標
準の位置付けを明らかにする
こと

規制側の技術評価の際に迅
速に対応すること

① 情報を

仕
組
み

①リスク情報を活用し
た効果的・効率的な規
制活動に向けた合意
の形勢

リスク情報活用に係る合意形
成を得るための体制を整備す
ること

効果的かる効率的な規制活
動に繋がる分野（領域）に関
する検討を行うこと

ﾘｽｸ情報を活用する計画を明
らかにすること

ﾘｽｸ情活用を推進する具体的
な提案をすること

「先行的試行」の実施を促す 「先行試行」の結果の扱いを 先行的試行の具体的な対象
「先行的試行」に必要となる標
準をタイ グよく策定する

b)

導
入

②「先行的試行」の実
施

「先行的試行」の実施を促す
こと

「先行試行」の結果の扱いを
明確にすること

先行的試行の具体的な対象
を提案すること

準をタイミングよく策定するこ
と

ﾘｽｸ情報を活用した変更申請
に対する審査方法を明らかに
すること

入
・運
用
に
向
け
て
の

③外的事象の取扱い
に関する検討

外的事象の取扱いを明確に
すること

外的事象の取扱いを明確に
すること

外的事象ＰＳＡ手法の検討を
行うこと

外的事象ＰＳＡ標準の策定を
継続すること

の
環
境
整
備
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④規制レビューの方
法の明確化

規制レビューの方法を明確にすること

リスク関連標準体系化WGの提言リ ク関連標準体系化 提言
課題 原安委への提言 保安院への提言 事業者への提言 標準委員会が行うこと

①ＰＳＡの範囲
リスク情報活用の対象に応じ
たＰＳＡの範囲の基本的な考
え方を検討すること

リスク情報活用の対象に応じ
たＰＳＡの範囲の基本的は考
え方を検討すること

リスク情報活用の対象に応じ
たＰＳＡの範囲の基本的な考
え方を検討すること

（左記検討を受けて）ﾘｽｸ情報
活用のための標準を計画的
に策定すること

c)P
S

A

の
品

②モデル及びデータ
妥当性

ＰＳＡ用パラメータ推定に必要
な事例報告の均一性を図るこ

ＰＳＡの品質確保に必要な標
準を策定する と

品
質
確
保

の妥当性
な事例報告の均 性を図るこ
と

準を策定すること

③解析結果に対する
分析・評価の妥当性

リスク情報活用について技術
的な議論を行う環境を整備す
ること

「品質ガイドライン（試行版）」
におけるピアレビューの目的・

ピアレビ の実施方法 体
ピアレビューや規制レビュー
に使用する規格 基準を策定

d)P
S

A

の
におけるピアレビュ の目的
役割を明確にすること（規制ﾚ
ﾋﾞｭｰとの相違を明確にするこ
と）

ピアレビューの実施方法・体
制を検討すること

に使用する規格・基準を策定
することの意義やあり方につ
いて検討すること

の
レ
ビ
ュ
ー
活
動
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リスク関連標準体系化WGの提言リ ク関連標準体系化 提言

産業界
① ク情報活用推進 当た 有効な研究

原子力学会

リスク情報活用に対する考え方
研究開発の情報

①リスク情報活用推進に当たって有効な研究
開発情報の収集及び意見交換の場

②下記の扱いの検討及び関係機関への提言
・先行的試行
規制レビ ピアレビ

提案・提言
研究のニーズ

リスク評価標準体系化
戦略タスク

原子力学会・規制レビュー、ピアレビュー
・性能要求と仕様規定の仕分け
・リスク情報を活用する分野と優先順位
・上記に関連したPSA範囲 など

合意に基づき実施されるように
【提言】
・標準を策定する分野
と優先順位

・PSAの範囲

合意に基づき実施されるように
関係機関へ提案・提言

標準委員会
リスク専門部会

研究開発 情報

提案・提言
研究のニーズ・原案となる報告書

・標準策定にあたって

リスク情報活用に対
する考え方
研究開発の情報

研究開発の情報

研究のニーズ

PSA技術に関する基本的
な議論の場（専門委員会）

標準策定にあたって
PSA技術の適用性

など

6リスク情報活用推進に係る組織体系

規制当局学術界

研究開発の情報研究のニ ズ

学協会としての標準の位置づけ学協会 標準 位置 け
• 標準化の目的

– 学問をベースとして開発、開拓された技術を社会に広く適用し社会の繁栄に
寄与すること寄与すること

– その技術の適用に当って事故や不具合がなく安全が確保されるという、安心
できるものとすること

– 社会の反映と安心に寄与するために規格･基準などの標準化を進めている社会の反映と安心に寄与するために規格 基準などの標準化を進めて る

• 標準化の意義
– 技術の集約・・・・様々の開発した技術を体系化し、誰もが過たずに使えるよ

うにすること

– コストの適正化・・・・誰もが、同じように適正なマージンを持って壊れないもの
を造ることができるようにすること。資源の適正運用を行うことでもある。

– 安全の確保・・・・・いつでも、同じように、その使用者や周りの人々の安全が
確保できるようにすること確保できるようにすること

学協会における 規格・基準など標準策定活動 について、第２回原子力安全基盤小委員会、2006年11月
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PSAの実施と活用実施 活用

原子力プラント
（サイクル施設）

事業者
参加

研究機関
（JAEA JANTI）（サイクル施設）

レベル1PSA
ベ

学会 参加 （JAEA,JANTI）

手法 データ

モデルレベル2PSA
レベル3PSA
停止時PSA
地震PSA

パラメータ推定手法 デ タ

評価

地震PSA……

規制者
参加

評価

リスク情報活用

規制者

活用 提案 活用 受容リスク情報活用 活用の提案 活用の受容

リスク情報活用のメリット
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リスク情報活用における標準の役割リ ク情報活用 おける標準 役割
• 学会標準を実効的に活用するために何が問題か?

• 使わない（事業者の問題？）

受容れな （規制者 問題 ）• 受容れない（規制者の問題？）

• 使われない（学会標準の問題？）

• 使われなければ受け容れない（規制者）

• 受容れられなければ使わない（事業者）

• 使われなければ作らない（学会）使われなければ作らない（学会）

• 学会標準の形骸化 標準の消滅• 学会標準の形骸化
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標準の消滅



標準委員会 運営内規 付録標準委員会 運営 規 付録
• 標準委員会の標準策定活動

原子力発電の安全確保のための標準化– 原子力発電の安全確保のための標準化
• 標準体系の構築

• 標準化ロードマップを策定

• 標準策定を進めて行く。

– 標準の基礎となる研究・開発の推進
信頼できるデ タベ ス• 信頼できるデータベース

• 研究開発ロードマップを策定

• データベースの構築のための研究開発を推進

– 標準策定活動の活性化
• 原子力安全を基点とする学会標準の体系化や標準策定活動

など国際標準 提案活動• ISO など国際標準への提案活動

• 学会員、ステークホルダーの積極的参加

• 人材育成などの仕組み作り人材育成などの仕組み作り
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標準委員会の任務とは 運営内規標準委員会 任務 運営 規
• 標準制定に関する任務

– 標準の制定に関する基本方針を策定
基本方針に従い標準の制定 改定 廃止– 基本方針に従い標準の制定，改定，廃止

– 学会発行の標準の運営と監督
– 海外、および国内の規格基準など標準類との整合性を検討

対外 関する任務• 対外に関する任務
– 標準の発行による社会への影響等、政策的な面について審議
– 日本原子力学会標準に関する関係団体との調整

発行した標準に関し 関係官庁等 組織に学会とし 説明– 発行した標準に関し、関係官庁等の組織に学会として説明
– 一般公衆に、制定した学会標準の意義、重要性を説明
– 国内外の標準に関する政策および動向を調査

• 組織に関する任務
– 専門部会を設置・改組・廃止する。
– 委員会の運営を円滑に行うために幹事会，およびタスクグループを設置

• その他（以下を審議）
– 委員会が必要と判断した事項および専門部会が審議を求めた事項
– 専門部会及び分科会の委員が，委員会に直接審議を求めた事項
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課題と提言課題 提言

• 分かりやすさ

• 使いやすさ

• 体系化• 体系化

• 作りやすさ

• 技術のスピード

• 説明性• 説明性

• インフラ（人材）

• 国際展開（一般性）
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提言提言

• 分かりやすさ ●（AESJ-SC-TR002:2008) 課題と提言
標準化ロ ドマ プ• 使いやすさ

• 体系化

標準化ロードマップ
研究開発ロードマップ

●継続的な見直し（ローリング）が必要• 体系化

• 作りやすさ

●継続的な見直し（ロ リング）が必要
●研究開発については貧弱

• 技術のスピード

• 説明性• 説明性

• インフラ（人材）

• 国際展開（一般性）
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提言提言

• 分かりやすさ

• 使いやすさ

• 体系化• 体系化

• 作りやすさ ●研究開発成果を反映する体制の設置
常設のタスクグループ

• 技術のスピード

• 説明性

常設のタスクグル プ
研究WG（安全部会）
有志による勉強会• 説明性

• インフラ（人材）
●国内外の政策および動向を調査

• 国際展開（一般性）
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提言提言

• 分かりやすさ ●標準委員会
基本方針

• 使いやすさ

• 体系化

基本方針
国内外の規格基準など標準類との整合性
委員会が必要と判断した事項
専門部会が委員会に審議を求めた事項• 体系化

• 作りやすさ ●専門部会
策定方針

専門部会が委員会に審議を求めた事項

• 技術のスピード

• 説明性

策定方針
標準の原案に責任を持つ

海外、および国内の当該分野の規格基準な
ど標準類と 整合性• 説明性

• インフラ（人材）

ど標準類との整合性
委員会が必要と判断した事項

●分科会

• 国際展開（一般性）
●分科会
標準の原案の策定

海外、および国内の当該分野の規格基準な
ど標準類と 整合性

役割分担と
ど標準類との整合性
委員会が必要と判断した事項

責任の明確化
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提言提言

• 分かりやすさ

• 使いやすさ

• 体系化

●標準の種類の明確化
規格、指針、基準、ハンドブック

媒体を ドブ 例• 体系化

• 作りやすさ
電子媒体を活用（ハンドブックの例題）

●解説の充実
現状知見で本体を記載

• 技術のスピード

• 説明性

現状知見で本体を記載
課題を解説にて説明
改訂では、解説を中心にレビュー• 説明性

• インフラ（人材）

改訂では、解説を中心
●講習会での実習の実施
●標準を作成したら、学会誌に解説記事
●学会 標準解説 シ 企

• 国際展開（一般性）
●学会で標準解説セッションの企画
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提言提言

• 分かりやすさ

• 使いやすさ

• 体系化• 体系化

• 作りやすさ
●標準委員会の責任

• 技術のスピード

• 説明性

●標準委員会の責任
関係団体との調整
関係官庁等に説明• 説明性

• インフラ

関係官庁等に説明
一般公衆に説明（RIのメリット）

• 国際展開（一般性）●専門部会と分科会
解説パンフレットの作成など
活用事例（GP）の提示活用事例（GP）の提示
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提言提言

• 分かりやすさ

• 使いやすさ

• 体系化• 体系化

• 作りやすさ
●人材育成と品質保証

• 技術のスピード

• 説明性

●人材育成と品質保証
PSA技術者認定
ピアレビューア認定• 説明性

• インフラ（人材）

ピアレビュ ア認定
原子力人材育成プログラムと連繋

●PSA用教材として学会標準を活用

• 国際展開（一般性）●実習用教材の開発
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提言提言

• 分かりやすさ

• 使いやすさ

• 体系化• 体系化

• 作りやすさ

• 技術のスピード

• 説明性• 説明性

• インフラ（人材）

• 国際展開（一般性）●海外標準との比較検討体制
●標準の体系化と国内他機関の調整
●国際標準化 の取り組み●国際標準化への取り組み
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まとめま

• 二つアプローチの実践（短期と長期）

• 標準委員会、専門部会の役割分担と責任の
明確化明確化

• 研究開発RMと研究開発の活性化

種類 多様 実• 標準の種類の多様化、実習

• 解説の活用解説の活用

• 説明・広報活動の工夫

• PSA技術者資格制度とPSA技術教育

• PSA標準の国際化• PSA標準の国際化
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